
表 平成１２年 健康診断における項目別有所見率（％）

笠利町 鹿児島県 沖縄県

高血圧
高コレステロール

高血糖

４９．６
５０．８
１９．２

１４．６
４３．０
１２．１

９．６
３３．３
１２．５

�．はじめに
奄美大島は，温暖な気候（平均気温２１度），生活に

密着した伝統文化（八月踊り，結い，島歌），豊かな

食文化（黒砂糖，豚足，魚介類）など健康・長寿に関

連の深い多様な資源を有しており，平成１５年９月現在

の人口１０万人当たりの１００歳以上の者は６６人と沖縄県

の４２人より高い水準にある。

しかし，若年世代を中心に食生活の西洋化，日常生

活のあらゆる面にわたる本土化にともなう運動不足，

ストレスの増加など今後の健康面への影響が危惧され

る。

一方，平成１２年度から厚生労働省１）は，人口の急速

な高齢化とともに生活習慣病およびこれに起因して要

介護状態になる者の社会問題に対して「２１世紀におけ

る国民健康づくり運動」（通称「健康日本２１」）を開始

した。奄美においても住民の健康づくりに対する意識

を高めていく事を目標に「健康かさり２１」計画を策定

するために生活習慣アンケート調査を実施した。

本研究では，平成１２年度の基本健康診断の項目の中

で高血圧，高コレステロール，高血糖，肥満の有所見

率を中心に，生活習慣アンケート調査報告書２）の結果

と合わせて奄美の中高年の生活習慣を明らかにするこ

とが目的である。

�．方 法

１．対象

対象者は，平成１２年６月に鹿児島県奄美市笠利保健

センターにおいて基本健康診断を受けた４０歳以上の受

診者（４０歳以上の人口４７１６人の内６８９人が受診）であ

る。対象地域の笠利は鹿児島から南西へ下ること３８０

�に浮かぶ奄美大島北部に位置し，サトウ黍と大島紬
が基幹産業の町である。

２．集計項目

性，年齢，身長，血圧（最高血圧，最低血圧），総

コレステロール，血糖。

３．集計方法

肥満は体重（�）／身長（�）２より Body Mass Index

（BMI）を算出し，BMI２５�／�以上の者。高血圧は
最高血圧１６０mmHgまたは最低血圧９５mmHg以上の者。

高コレステロールは２２０�／dl以上の者。高血糖は１１０

�／dl以上の者。

�．結 果

性・年代別に各項目の高値者の割合について図１に

示した。高血圧の有所見率は，男性では加齢にしたがっ

て増し，女性では６０歳代が高かった。高コレステロー

ル，高血糖は男性では５０歳代，女性では６０歳代が高かっ

た。肥満は男性では４０歳代，女性では６０歳代が高かっ

た。

平成１２年の笠利町，鹿児島県３），沖縄県４）の健診にお

ける各項目の高値者の割合について表に示した。全て

の項目で笠利町の有所見率が他の２県よりも高かった。

生活習慣アンケート調査報告書２）の結果を図２に示

した。
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図１ 各疾患別の有所見率 図２ アンケート結果の割合
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�．考 察

肥満，高血圧，糖尿病，高中性脂肪血症には共通の

背景があり，これら４つを伴った場合には動脈硬化性

血管合併症のリスクが著しく高くなるため，「死の四

重奏」または「メタボリック症候群」と呼ばれる５）。

今回，笠利町で実施した基本健康診断の結果，高血

圧，高コレステロール，高血糖の有所見率は，鹿児島

県や沖縄県よりも高い値を示した。生活習慣アンケー

ト調査報告書２）の結果と合わせてそれらの要因を推察

すると，男性では「味噌汁を一日に２回以上飲む」習

慣が中年層や高年層で高く，今回の調査にはなかった

が，奄美の女性はお茶受けに「ピーナッツの入った味

噌」を食べる習慣があることなどが高血圧の有所見率

を上げている可能性が強い。さらに「毎日飲酒する」

習慣が男女共に高年層で特に高かった。奄美は黒糖焼

酎（２５度・１８０ml・２５０Kcal）の産地の１つであるが，

高濃度の焼酎を薄めずに飲む習慣があり，標準化死亡

比で食道がんが男で１．９倍，女が１．３倍と共に高かった６）。

飲酒にはコレステロールの上昇や動脈硬化の進展に及

ぼす影響があり，高年者で高血圧罹患者においては適

正飲酒であっても控える必要がある５）。今回の調査で

高コレステロール，高血糖の有所見率が高かった要因

としては，飲酒のほかに全年代における運動不足や「イ

カ，タコ，エビを週３回以上食べる」習慣が中年層や

高年層で高いことが考えられる。昭和２９年から今日ま

で奄美群島振興開発特別措置法７）のおかげで現在の奄

美は生活環境整備が本土並みとなり，自家用車の保有

台数も高い。また，ここ数年の間に大型スーパーや

ファーストフード店も進出してきた。若年層で「肉，

ハンバーグ，ソーセージを週２回以上食べる」習慣が

高いことや本来奄美は亜熱帯特有のテゲテゲ精神（お

おらかでくよくよしない）であるはずが若年層や中年

層で「ストレスを毎日感じる」割合が高かった。

今まで奄美は沖縄と並んで長寿島として知られてき

たが，本土復帰後，生活習慣も本土化してきたために

若年層や中年層から健康状態が変化してきた。今回の

健診の結果，高血圧，高コレステロール，高血糖の有

所見率が，鹿児島県や沖縄県よりも高い値を示したこ

とは驚きであった。本研究は横断的調査のためにはっ

きりとした因果関係はわからない。今後は縦断的調査

を実施し検査値と生活習慣病についての詳細な関連を

検討していく予定である。

�．結 語

笠利町で実施した基本健康診断の結果，高血圧，高

コレステロール，高血糖の有所見率は，鹿児島県や沖

縄県よりも高い値を示し，本土復帰後，奄美の生活習

慣も本土化してきたために３項目の有所見率が高く

なった可能性が考えられる。

本論文を終えるにあたり，調査にご協力いただいた

笠利町の住民ならびにスタッフの皆さんに深く感謝い

たします。
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